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UU　Her星の攣化

　B．P．　GerasimoricはH，　B．857に於て此の星に關する592個の観測から

32個の極大光ε50個の極小光を導いて，次に記す興味ある結果を報告して

居る．それによるε1899－1900には四光週期は大腿45日で憂光範園は比較

的に大きくて1．5等εなり，1901年には（突然の様に思はれる）週期は72日

ミ73Bの間で，攣光範園は割合に小さく0．8等，しかも極大は非常に長く李

からでさこを極大ミ定めてよいか困難である．1905年までこの週期は門門

しk．然し五902年には極大は少し短くなり憂光範園は1等位まで回した．

1902年には極大も極小も同じ位に縫績し攣光範園は1．51nま・でもました．此

の憂化は1904年まで進み最大値1．8等或は1．9等にまで達しfc．1905年に叉

突襲的攣化起り週期は45日に縮まり攣光範園は1．0等で1910年まで綾いた．

1909年から1910年までは観測がないが1909年目は攣光範園は著しく少く，

少くミもIoe日程は不一で9．6等であったミ言ふ事が出來る．1910年に攣光

範園O．7Tnで72日εいふ週期が再び表はれたが19H年には45日の週期に入か

はり1919まで纏績し1ヒ．この間では攣光範園の憂化はゆるやかで1914－16

年まではし4等まで壇しそれから1918年までは減少を示した．1918年には

灯光は僅で不規則の様に思はれる．1919年に72日の週期現はれ翌年まで置

く．1921－1927の観測材料は乏しいが45日の週期を示して居る．

　　　1901－1903年に封しては　極大＝J．D．2415947十72．63E

｝il三ii；i　ヨ；騰llll；i；iil｝
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　72．6日ミ45．4日の二つの週期は9．1日ミいふ共通因子を有して居る．此

が光度攣化の基本的週期ε考へられるかも知れない．

　此の星のスペクトル憂化をウィルソン山天文皇で見出して居る．李均分

光i型はG．三線遽度は一130km／secミなって居る．

　以上記しナこ所によってこの星を攣光星のsC“の型に入れるか，　RV　Tauri

型星ミも或は叉UGeminOi’um型星εも何等の類似鮎を示して居らない．

．恐らくは今日知られてみない愛光星の特殊な或る型の代表的のものかも知

れない．

　　　　　　　　　　　i新攣光星194個

　ドイツA，G，協會の憂光星委員P．　Guthnik、　tR．　Prager雨氏の名によっ

て最近登見の新憂光星194の命名表（第25回）がA．N．5565獲表された．

（「天界」第84號第143頁の綾きである）之れで公認された愛光星の糠鰍は

3220個Eなつナこ。

　此の新しい194個の．憂光星を星座別にして見るε，
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（1ミS星）

（uX星からUY呈まで）

（E（～星）

（SU星）

（FX星）

（BC星からBE星、まで）

（VY星）

（▽星）

（RY星）

（VY呈からAB星まで）

（SJ星）

（DM星からDQ星まで）

（RZ星書　β星）

（AW星からAX星まで）

（RS星）

（TW星）

（RU星からRV星まで）

（VZ．星からAO星まで）
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（SX星）

（UX星）

（SZ、星）

（SS星）

（SU星からSW星まで）

（BL星からBQ星．まで）

（CN星）

（SW星）

（RS星からRV星まで）

（RS星からRT星まで）

（TW星からTX星まで）

（T星）

（FT星からKV星まで）

（BU星からCR星まで）

（WZ星からXX星まで）

（RW星）

（TZ星からUV星まで）

（AE星からAF星まで）

（x星）

（WX星）

此の194星の内，148星（帥ち7割6分）はHarvard　College、天文肇で嚢恥し

ナこものである．又此等は大膿1927一一1923年頃の嚢見であるが，珍らしく

CK　Scorpi1は1904年の襲見，　CN　OIionisは1906年の嚢見で，近頃まで確

謹がなかったεいふ例もある．叉，βDoradUsは4．2乃至5．6等級の肉眼星

である．（「天界」第83號第95頁参照）

　此の中に新星（Nova）が3個ある．　LSpち

　　X’X　Tauri

　　GR　Sagittarii
　　　　　b
　　HS　Sagittarii

叉，RR－Lyrae型のものが

　　RY　Comae

　　BU　Scorpii

　　BV　Scorpii

051316

18162　，）

189．221

1bOO23

160821

160823

嚢賭｛襟鷺鑑鍛n

　ク　　　　NVoods

　ij　Woods

嚢見者．Guthnlk及ビPrager

　i」　Luyten

　l7　17
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　1）］O　Ophiuchi　16532［

　IR　Sagittarii　182730

　SXV’　Pavonis　194767

又，UGeminorum型のものは，

　CL　Scorpii　164830
又，RCoronae型のものは，

　GU　Sagittarii　i8189．4

3ζ，RV　Tauri型のものは，

　．XY　LaceTtae　221452

71　Lugt－en

71　NVoods

ク　　　Gerasilnovlc

獲見者Luyten

獲見者Luyten

　筒此の中にボン調査（B．D．）の星が4個，

個，ケープ爲眞調査（C．P．D．）のものが12個ある．

　　　　　　　　　　太陽黒黒週期の新研究

　嚢見者　Hoffmeister

コルドバ調査（Co．D，）の星が19

　太陽黒鮎の週期についてはR．Wo】f，　N．　Thiele，　A．　Schuster，木村榮，

H．H．　Tumer等の研究が読になされてあるが（「天界」第62號第120－122

頁），最近に襖國Wien大學S．　OPPenheim教授はA．N．5566（第232巻第369

－376頁）に其の猫自の研究を嚢表しナこ．OPPenheim氏はさきにBeriin大

學天文皇長P．Guthnick氏が有名な攣光星こう（くぢら座オミ星）の極大光

輝の時期が（ユリウス通日で表はせば），

　　L）・115574．96　十331．6926E

　　　　　　　十　9．．“’）sin（1．04E十245．8）

　　　　　　　十　ll，5sin（3，85E十124．1）

　　　　　　　十　17．5sin（4．56E十D”07．2）

　　　　　　　十12．3sin（9．12E十71．8）

ミいふ撒式によって表はし得るこεを襲表しナこのを見て．之れを多少改良

し，燧に上式の（　）の中をそれぞれ

　　　　　　　　　1．5　〈E十163．9）

　　　　　　　　　3．0　（E十161．4）

　　　　　　　　　4．5　（E十148．3）

　　　　　　　　　9．0　（E十16B．O）

ミ書きかへ，更に一；歩を進めて，丁丁の式を
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　　T．＝oE十Snmsin｛mq（E十160．e4））　m＝1，2，3．．．6

　　　　但し　　　rl＝331．6926　　　ψ＝1．5

ミ改めた．之れに勢ひを得て，Oppenheim氏は次ぎに太陽黒鮎の研究に向

っttのであるが，其れには去る1913年に木村榮氏がWolf－Wolferの黒貼相

封藪（「天界」第62號に詳説せり）の調和分析によって29個の週期を見付り’た

のを改良せんε志し，遽に黒血極大期は

　　　　　　T＝＝rpt－103．032＋Cl．4B13）．　cos，30t

　　　　　　　　　　　＋（1．2513）　cos4et

　　　　　　　　　　　＋　Cl．7153）．　cossyf　t

　　　　　　　　　　　　＋（1，2096）　cos70t

　　　　　　　　　　　　一｝一　［1．5607）．　cos8’ul　t

　　　　　　　　　　　＋（1，4535）　cosgtpt

叉，黒貼極大期の相封数　は

　　　　　　　　R　＝＝　loo　．O　＋　c1　31　9．　6）　cosl　et

　　　　　　　　　　　十（1．4045）．　cos6“t

　　　　　　　　　　　十（1．lo30）．　cos70t

　　　　　　　　　　　＋ro．6ggg）　cosset

　　　　　　　　　　　－t一｛1，3111）．cos9“t

で表はすこミに成功しナこ．但し，上の雨式に於いて

　　　　　　　　　　　　3600　　　　　　　　rp　，＝　320　＝mi．“．）s

　　　　　　　　　　　　3600
　　　　　　　　yl＝O．OSO＝Tto

　　　　　　　　t＝19585から数へ始める年数であろ・

　之れに嫁るε，太陽の黒貼活働は11年25ε，450年〉一，こ：種類の週期によ

って支配されてみるこミNなる．

　爾ほOppenheim氏は此の論文に義心を付けて17505年から1923．0年ま

で0）計算値ε観測値ミを比較し，更に1940．5年までの黒鼠憂動を豫面して

みる，其れによるE，晶晶の相富山は

　　1921・5　32　（　1928・5　lc34　1　19355　54
　　1929．．5　7　1　1929．5　116　i　1936．5　91
　　1923・5　1　i　19e30・5　79　1　1937・5　l19
　　1924，5　17　1　19b’1．5　：8　1　1938．5　124
　　1925．5　62　1　1932．5　9　1　1939．5　108
　　］926．5　92　1　1933．5　O　1　1940．5　64
　　1927．5　12，5　1　1934．．5　18
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そして病竃の太陽黒茶極大期は1927．6，1937．6，εし．

叉，黒黙極小期は1922．7，1932．8，ミ豫劃してみる．

　筒ほうし座RV星の攣光曲線も39日256ε1285日ミの二種の週期愛動ミ

して表はし得るNSいふ．

　　　　　　地球の大きさに關する基礎同値について

　ニウトンやマクP一リンの理論により地球を回韓楕圓艘ε見るミきは，

此の大きさや形歌を決定するために，下の三つの歎値が必要である．

　　　　　　　　　　a………地i球の赤道圏の宇裡

　　　　　　　　　　b………地球の南北方向の牛律

　　　　　　　　　　Ct・・…　一…　旧套季玉　豊口ち　（a－b）／a

天文學界に於いては去る1911年のパリ會議により

　　　a＝6378200m　　〔之れに1907年1：Ilelmertが登表しすこもの〕

　　　α＝1／297・o　　　〔之れば1909年1こHayfordが嚢表しナこもの｝

　　　b＝6356911m　　〔焦れ【工料の二数値：から計算し7こもの〕

が一般に用ゐられてるるが，測地學や地球物理學では，1924年のマドリド

會議により，1909年に嚢表されたHayfordの値，　EBち

　　　　a：＝6378388m　b＝：6356909m　ct＝，1／o．97．0

が二二せられるこEになった．

　此等の値は地上に於ける天艦観測及び重力観測から算出せられるのが普

通であるが，しかし爾ほ他の純数理的な方法もある．今試みにaの値：につ

いて近年獲表さ2zte諸同値を沸けて見るε，

　　α＝1／296・7±0・4　〔Helmert重力齪測結果より〕

　　Ct＝1／297・4±1・0　〔Bowieカa一重力襯測結果より〕

　　α＝1／296・7±0・5　〔Heiskanenが重：力魏測結果より〕

　　ct．＝1／297．12±0。38〔Veronnetが歳差の理論より〕

　　ct＝1／296，92±O．136⊂De　Sitterが歳差の理論より〕

　　α＝1／293．4　　　〔De　S；tterが月の覗差研究より〕

　　α＝工／293・5　　　　〔Brownから月の蓮動の理論から〕

しかし，月の研究から算出したものは計算に爾多少の不安な鮎があるので

今は始めの五つの李均を取って1／297．0を用みるのが好ささうである．

　近頃，地球の赤道が正しい圓形でないミいふ議論がやかましくなって來
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た・尤も之れについては既に第十九世紀の中頃，Clarkeも言ひ出したこε、

であるが，今までに護表された結果を下に書き並べて見るε，

計算者
Clarke

Helmert

Berroth

Ileiskanen

ノ7

大径ε小輕：tの差
　　aノーatt

3880m

230±51

15・　O±58

bi45±，　38

242±3r）

大曲の経度

東経15。・5

西経17

西　10

東　18

　0

　嚢表年
1866年〔Sitz，　B．1ヤeuss．　Akad

　　　（1915）676）

191tv）

1916　CB．z．　Geophys．　14，　245）

1924　CVer6ff．　Finn．　Geod．

　　　Inst　4，　96）

1928　（A，　pti．5562）

月の畢均経度誤差

　目下，英米の天罷暦で用ゐられてるる月の蓮動理論は米國Yale大學教授

E．W．　Brown氏の論文に嫁るものであるが，此の論文は現代の最も優れナこ

ものであるけれ曹，爾ほ，之れによって示される月の経緯度は必ずしも實

際の月の位置ε合致しない，i近頃Brown氏がGr　eenwichやWaShington天

文皇での子午環による，月の観側S，各地で行はれる二丁の観測εから算

出しナこ結果をA．J．901號に獲表してみるが，之れによる蔦理論よりも

實際の月の方が下表に示す通り大きい経度を示してみる．

年　　度

1923

192tl

1925

1926

掩 蔽 Greenwichより

十7．”87

十7．78

十7．49

十7．20r

十7．ttO4

十7．15

十6．82

十655

Washimgtonより

十6ノ「80

十6．93

十7P2

十6．71

　因に東京の石井氏が1926年七月9－IO日の日蝕爲眞から算出しtものは

十7．”37士0．”24である．

　　　　　　　　　　ドイツの新刊書について

　此頃のドイツ出版界の活躍は實に眼ざましいものであるが，天文學に於

いても其の例に漏れない．しかし此頃は軍にドイツの原著ばかりでなく，

ドイツ以外の國で出る良書を凋諜して更に一段ミ其れを良いものにして國
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内國外に費り出してみる精力は嘆賞に値する．二三の例を言へば，さきに

英國で出版されたEddington教授のInternal　Constitution　of　starsはE．　von

den　Pahlen氏によって猫乙課せられるε同時に原著者の改訂壌補が加はつ

て一暦良いものになった．又，同じEddington氏のStars　and　Atolnsも0．　F。

Bollnow氏に鼠講iされて若干補磨された．54　JeansのD＞，namial　Theory　of

GasもR，　FUrth氏に課された．

二三コロンビア大學天文蔓新館成ゐ

　：米國New　York市にあるColumbia大峰の天文毫ε言へば，其の貧弱

なるこεに於いて今まで世界第一の樗があった．． ｰ々たる米國式の大建築

物の中に埋まって，「便所か」S思はれるやうな憐れなドームS子午儀室電．

がカムパスの一隅にあるに過ぎない有様で1895年以來今日までに及んだ．

（「天界」第42野薄243頁を見よ）．慮が，同大學に今般物理學の新館が建設せ

られるに當り，天文台も大護展する事ミなった．近著のPopulrr　Astronomy

総の巻頭にW．∫．Eckert氏の記事ミ爲眞ざが載ってみる．之れに縁るS，此

の物理學新館は讐え立つ十三階の煉瓦造りであって，其の屋上に赤道儀用

のドームご，子午儀室εが作られたのである．赤道儀こしてはA．Clark

製の唖12吋9一・いふ大きさのも・・f・，蠣製置は騙鯛ゐ澗ほ，

ドームの開閉其の他も皆順鞘を動力Sしてみる．叉，床（flOQr）は昇降式

（rising恥or）になってみる．子午儀の方は口径4吋のBamberg機で，天頂

儀を兼ねるものである．

　此の種の天艦観測器械を大建築の屋上に置くこεに就ては，以前から絡

ての入が口叩の極であるεいふ風に考へて來たものである．實際此の悪例

はAmherst學院にある．εころが此度Columbiaの大綱天文皇では，器

械を置くための屋上床を．建築の幅員一ばいの橋渡しにしナこため，床上の

水駆動はあるけれ曹，回韓動揺は全く無く，甚だ好い成績を納めてみるε

いふ　之れは將來の天文再設計の好い一例である．因に此の天文皇長は

H．Iacoby教授である．
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倉敷天文嘉逼信
○第二十五回公開日・昭和三年一月七日

　貴宅天鐙観望・

○第二十六回公開日・二刀四日開祖，水

　野主事「太陽系総論」について講演終つ

　て天艦襯望・

○第二十七回公開日・二月十入日開會・

　水野主事「太陽の話」について講演，そ

　の後天艦襯望・

○第二十入団公開日・三月三日目會・天

　盟襯望・

○第二十九回公開日・三月十七日開會，

　水野主事「太陽黒黙」について講演，著

　干の天童観望・

○第三十園公開日・四月七日開會，水野

　主事「地球の話」の題下に講演，後若干

　の天皇襯望・

○第三十一回公開日・四月二十一・日開會

　京大天文墓中村要氏「流星の話」S題し

　有戸なる講演なされナこ・

○流星観測・京都大學天丈壷中村要氏it

　四月十入日來縣，同kU［t岡山支部で，

　流星齪測．十九日は山本博士，中村要

　氏・水野主事同道・倉敷天丈i裏に峯集

　し7こもの、曇天で槻測不能・原名蓼華i

　長宅で夜更くる迄懇談して，翌二十日

　山本博士it高松に，水野塁塞ば録岡，

　中村氏一人居残り，二十三日迄流星な

　襯濱唖されナこ・

○第三十二回公開日・五月五日開會，水

　野主事「遊星妙見の物語」奄した・後で

　三管観望

○第三十三囮公開日，五月七九日開會，

　會員奥田毅氏「重星」について講演・終

　つて若干の天櫨た観望し字こ・

○天文：皇峯魏人：左の如し・

　…月六口　矢掛中離離笹川教論外六名

　…月十三日　満洲教育専門學校敏授西

　　岡永太郎氏・

　　廣島市邊信轡型氣課長外四各

　二月二日　児島郡藤田村錦，森井俊作

　　氏外二名・

　二月半入日　銀山師範學校教論林茂樹

　　氏外三十二名，

　二月二十四日　岡山縣女子師範學校教

　　鍮松本順之氏外六十入御・

　　岡山縣商工課笹井基氏外二各

　三月四日置宮城縣栗縣農學校教論菅原

　　王氏外一名・

　三月九目　岡山縣商松農學校敦論常光

　　恭…外三十名・

　三月十一日　御津郡宇垣村青年團員青

　　木唯夫氏外十五名

　三月十二日　都窪郡中庄小智校訓導横

　　蓬光太耶圏外胃三十名・

　三月十四日　　内務省狭間事務官夕｝三十

　名・

三月十五日　邑久郡有隣小學校訓導山

　　下入郎氏外七十七名・
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三月十六日　奥海軍病院軍醤少佐網卓

　三郎氏，同中尉松井三郎氏・

三月十七口　岡画縣内務部長二十名・

三月十九日　岡山縣内務部地方課森川

　治茂氏外三十名・

三月二十三日　廣島縣地方技師北川萬

　里氏・

三月二十四日　廣島縣御調郡栗原町農

　會細谷義一氏外十四名’

三月二十七日　東京府同妊會員籐原武

　庸氏，第十師團経理部員三等圭計正

　高須賀弘信氏外十六名・

三月二十入日　岡山縣山陽新報肚爲眞

　班花谷一夫氏・

四月一口　廣島縣榊石郡小島村青年團

　員若林專精氏外十二各

　御津郡牧石村青年團員水戸国画氏外

　二十二名・

四月二日　關西地方新聞記者團四十名

四月九日　兵庫縣赤穗郡船坂農業補習

　學校教員原英夫氏外二十五名・

四月十三口　富山縣滑川米肥橡式會濯：

　細田省吾氏外四名・

四月十四日　全同来穀大會員入十名・

四月十七日　廣島縣紳石郡上村若林陸

　太氏外四名・

四月二十一日　滋賀縣立實業補習學校

　長藤蟄氏外十九名・

　後月郡高屋町青年團員こ十名・

四月二十三日　京都帝大天丈塵上島昇・

　氏・

四月二十四日　阿哲郡親見農林學校根

　建森煕氏外一百名・

　徳島縣市場町立尋常高等小學校長岡

　音B義雄氏夕｝・十三名・

四月二十七日　關西地方中學校長外七

　十六名・

　丸三十業學校讐譲内藤萬壽夫氏・

　四囲善通寺商工會員三十七名・

四月三十日　廣島縣沼隈郡水谷村農工

　土塁學校研究坐杉原英治氏外五名・

昭利二年倉敷天文璽謬尊人一越表

1
5
1
7
　
　
一

～
｝

【

＼
響
驕
瓢
難
幽
魂
細
面

π
皿
μ
り
3

　
8
1

皿

320

98

　2

4
「
7

皿

10．54

亨

969

　2

　1

　s

l1

42

　0u

21

．39：）

11

18
田
6
1
8

1
1
「

「
3
3
6

　　　＞

207　419

1

Q
り
4
4

1
一

XI

399

　1

201

　1

48

136

14

9

計

0
3
4
8
2
2
1
8
1
7
4
6
9

2
5
　
　
1
4
2
　
　
7
　
3

0
D
1
　
　
　

2

4



通 49．o“

岡
京
城
形
髄
計
鰐

欝
東
宮
山
北
　
痘

O
D

｝
．
a

61　98　440　1259　1056

一　一　2　1　1

一　　一　　一　　一　　　1

40：3　S7　73　209　448

Jr　ig

1

5
4
1
0
∂
6

650　160　4914

毎月二回の公開日・その他臨時公開日の塗観人ば本表以外であるから，昭和

二年中の合計に六千人にのぼつ7ここSS信ぜられる・

北極光を見7ζ人の手紙

　（前略）私ミして一代の珍現象に蓬：ふ事

が出來るのでず私Sして土塊々離れす居

ながらにして女物な槻測慢語見7こる丈に

ても智識ミして又溜分の趣味電して居る

科學の一物に逢ふ事た心から碧しみにし

て居る事です・明治四十二年九月二十五

日に北極光を見まし7こ・生れて初めての

事です・適時の有様た能く知り得て之な

書き残し7こ人に未だ無い亡云ふ事由札幌

測候所で聞きまし71ので，法面S思ひま

して殊の外病んで居ります・當時私が其

の様を細見ぜして原本な所持して子供教

育上の塗考にも定歯して居りますので，

縮隣し，御乙姫になれば結構ε思ひまし

て二枚丈差上ev．　iS考へまけこのです・私

it之lzt終る迄實見して居りまし7：が回る

者が見7こミ云ふて測候所で鑑工に揮毫さ

ぜましすごが夫れに北海の心象ぜ云ふ雑誌

に出てありまし才こが，圖が傭りでありま

す・見たものも充分の麹測なく筆探る人

も他人の云ふが儘なれば別物が出來7；の

です・故に所員に向って之は虚であるか

．らSて直さぜまし7こ・

　私に其時一里許り沖合に（現住地出生

地）柔魚の出漁なして居りましナ：・明月

で満天只一握りの雲もなく，陸風軟かく

暖かく極静かでし7：・都合悪しく其の晩

に限り．時計た持塗しまNんが，多分十一

時孚頃亡思へまし’7z・北の空に常って一

等星以上例ゼば目前に於ける穫五寸位の

青白い光が，ポッチ））出まし7こが，露な

ものミ思って見詰めて居るに其光が一直

水団に西の方に向って延び走ろのです・

早さは大概隈石の飛ぶ位です（目測〉夫

れが一直7k挙の棒Sなって約五秒間位止

まり・漸次清へ失ぜます・其美しさに色

で出ぜまぜん・清えて約二，三分又出ま

t・前の通りで，今度匡東へ延びまし7こ

叉出る．又出る・其美しさ・其式比良さ

約十回其通り西に東［：上に下に繰返され

すこのです・同乗船者ば其何ものか不審為

抱いて居ります・7Kltl11光なる事な話し

徒然なく漁して居りまし7二（第一圖）・最

も十分位ば何も出まぜん・此に私は之一

圃切りで終らすi欠にに攣形のもの出る事

な豫証して島上方向より他に目た廻しま

dん・何分時計な持六なかつカのが残念

でし7；が・

　次にば目な付けて居る方面（先に見7：

場所）に何か少しく攣つずこ色合力sある様

［：思にれまし71・後十分位経ろピ少しく

空［：赤味が見へて來まし7：・（來れ……）

ビ樂しみ勇んで居まし7二・するS（圖の山

を以て地ZF線ミ假名します）地李線より
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三熱形に赤味が出で漸次濃厚に至りまし

7：・其度合漬ク・梅干位になりますt’其

圓内に一齊に地挙線より上に向って白條

がスーソト出まし7こ・思ばす私が「それ

出ナこ」ビ叫びましナこ・其凄いPら美しい

定云ふか，一種憂な氣になりまし7こ・何

だか痴り大きなもの故自分の男蓬にまで

電磁氣が來て旧事になるではあるまいか

ご，而しながら左回なるべき筈ないS思

　て居まし7こ・

　其の白條が何れよりEなく，二，三條

づ㌧潰へて臨又出，滑えてに且｛，其様

に全部が交々滅，出，運動するのです・

之で更に叉青白いのです・白馬線ば何れ

もが垂直であります・斯くの如く繰返す

こミ約三十分位でけこ・當畦は見へ7こ地

方でも・多分磁石の傾斜が有つナこらうミ

，思ばれます・斯うし’てミ駄々三富嚇…が薄く

なり白條が薄くなり消へ7このが一・時4頬

でしナこ・大燈此檬な風でしブこ・先づ二，

三年目一度の目配して細り乱調のない・

肚観εも見へない日月蝕な見ても珍らし

く思ばる、置合に北極光た見ては呆然た

らざる准得ない・志づ以て美此上ない．

爾來私匡天鰹に檜々趣味を重ねて屠るの

です・（後略）

　昭和三年五月九日

　　北海道爾志郡乙部村澤田種治郎

北海の友よ
　稚内の近くの二二別ミ云ふ一漁村で昨

夜は感度試験な致しまし7こ・プnグラム

で前から知っては塩｝りまし糞が，：先生の

「最近の天禮の三口から」が・時々聞かれ

ましナこ・流星のこ定なごお話しなされて

居りましナこが，長く嘉く蝕裕な持ちまぜ

んのでダイマルな廻ばしてに他局た受け

ナーヂビリー堅目回覧々働かぜる．のでご

ざいましずこ・五つの受信機為交互に働か

　　　　り

ぜるので非常に忙しくあります・九日に

札幌を出て，一ケ所一日の割で感度測定

か致して居ります・既の三十日頃一度昂

オL致します北極星が日毎に高くなります

今日に稚内に参ります・暇になったなら

ば，何か書かして頂き7こいEおもびなが

ら忙しさにまぎれて出來まぜん

　　六月二十八日号　来田　勝彦

岡山支部逼信
○出羽君た迎お、．一月五日大阪府から，

わざわざ出羽君が來訪されナこので・倉敷

天覧i褻に案内し？こ・

○西岡君來岡・一月十三日奉天から，西

岡君が來岡され，岡山騨に出迎ヘブこが・

直ちに別れ，翌十四日倉敷天文蔓にi案内

して，支部に迎へ門構しナこ・

○土星観測會・皇別工土星のかき入れ月

であっナこから，下記の通り議題倉な催し

　7こ・

1・六日　岡山支品目會’准岡山市立商業畢

　校で開いて，水野幹事に土星について
　旨畏し，　それから観測し7こが生憎r雲に牙区

　魔され十分のこ亡ば出山なかつfこ・坂

　本氏手製の六吋反射望遠鏡たも使用し

　ナこ・　これカx岡山市民カミ初めt⊂司凹いノこ反

　射鏡であっずこ・

2・七日　土星の衝の麗日，金木善三郡氏

　宅t栗山時政氏宅で一一一・

3・九日　谷口朋躍増宅河内富次鄭氏宅・

　關西中學校寄宿舎で一ny一・

4・十日　平山大尉宅・早野大佐宅で一

5・二十二日　岩月爺指図氏心馳學務課長：

　宅，入射賢治氏宅，羽康宇三郎氏細江

　見宏正氏宅山陽高等女面校長宅で一
6，二十三日　金川中學校長服部純雄氏宅

　で書に太陽の黒目な観測し夜分土星な

　槻廻すろ蒔田であっナこが曇って駄目

7，三十日　二十四日から降り績いずこ雨が

　霧れカので，支部で一・


